
平成29年８月10日

奈良県教育委員会

平成29年度小学校新教育課程説明会

理科

奈良県教育委員会事務局

学校教育課指導主事 富倉 勇

E-mail:tomikura-isamu@office.pref.nara.lg.jp

1



１ 改訂の基本的な考え方

２ 改善・充実の具体的事項

３ 移行措置について

目次

奈良県教育委員会 2

本日お伝えする内容



主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領改訂の方向性

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求めら
れる資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質の
高い理解を図るための学習
過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（H28.8）
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成果
〇科学的リテラシーの平均得点が比較可能な調
査回以降、最も高い。

課題
〇理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・
有用性に対する認識について、肯定的に回
答する割合が国際的にみて低い。

〇「観察・実験の結果などを整理・分析した上
で、解釈・考察し説明すること」などの資質
・能力に課題が見られる。

１ 改訂の基本的な考え方

１ 改訂の基本的な考え方
解説p.5
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・小学校理科で育成を目指す資質・能力を育
む観点から、
→自然に親しみ、見通しをもって観察、
実験などを行い、その結果を基に考察
し、結論を導きだすなどの問題解決の
活動を充実した。

・理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び
理科への関心を高める観点から、
→日常生活や社会との関連を重視する方
向で検討した。

１ 改訂の基本的な考え方

１ 改訂の基本的な考え方
解説p.8
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現行の学習指導要領に引き続き、中学校の「第１分
野」、「第２分野」との整合性を加味して構成された
「Ａ物質・エネルギー」、「Ｂ生命・地球」の二つの
内容区分で構成することとした。さらに、各内容にお
いて、児童が働かせる「見方・考え方」及び、育成を
目指す「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力
等」を示していくこととした。なお、「学びに向かう
力、人間性等」については、各学年の目標に、それぞ
れ示すこととした。

１ 改訂の基本的な考え方

解説p.９

(１) 内容の改善・充実
① 指導内容の示し方
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育成を目指す資質・能力のうち、「思考力、判断力、
表現力等」の育成の観点から、これまでも重視してきた
問題解決の力を具体的に示し、より主体的に問題解決の
活動を行うことができるようにした。また、日常生活や
他教科等との関連を図った学習活動や、目的を設定し、
計測して制御するといった考え方に基づいた観察、実験
や、ものづくりの活動の充実を図ったり、自然災害との
関連を図りながら学習内容の理解を深めたりすることに
より、理科の面白さを感じたり、理科を学ぶことの意義
や有用性を認識したりすることができるようにした。

１ 改訂の基本的な考え方

解説p.９

② 教育内容の見直し
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「エネルギー」、「粒子」、「生命」、「地球」な
どの科学の基本的な概念等を柱として構成した。

※小学校、中学校、高等学校の一貫性に十分配慮する
とともに、育成を目指す資質・能力、内容の系統性
の確保、国際的な教育の流れなどにも考慮して内容
の改善及び充実を図った。

１ 改訂の基本的な考え方

解説p.９、10

③ 小学校理科の内容の改善
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自然の事物・現象に対する気付き、問題の設定、予想
や仮説の設定、検証計画の立案、観察・実験の実施、結
果の処理、考察・結論といった、問題解決のそれぞれの
過程において、どのような資質・能力の育成を目指すの
かを明確にし、指導の改善を図っていくことが重要にな
る。そこで、小学校理科で育成を目指す資質・能力を「
知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学
びに向かう力、人間性等」の三つの柱に沿って整理し、
より具体的なものとして示した。特に「思考力・判断力
・表現力等」については、各学年で主に育成を目指す問
題解決の力を具体的に示した。

１ 改訂の基本的な考え方

解説p.10

(２) 学習指導の改善・充実
① 資質・能力を育成する学びの過程
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「主体的・対話的で深い学び」の実現とは、「主体的
な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の三つの視
点に立った授業改善を図り、学校教育における質の高い
学びを実現し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって
能動的に学び続けるようにすることである。
これらの三つの視点は、それぞれ独立しているもので

はなく、相互に関連し合うものであるが、児童の学びの
本質としての重要な視点を異なる側面から捉えたもので
ある。これらの視点を基に日々の授業の改善を行い、児
童の資質・能力を伸ばしていく必要がある。

１ 改訂の基本的な考え方

解説p.10、11

② 「主体的・対話的で深い学び」の実現
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自然に親しみ①、理科の見方・考え方を働か

せ②、見通しをもって観察、実験を行うことな

どを通して③、自然の事物・現象についての問

題を科学的に解決する④ために必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実

験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす

る⑤。

(2) 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う⑥。

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする

態度を養う⑦。

２ 改善・充実の具体的事項
解説p.12

(１) 目標

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.10、11

① 「自然に親しみ」について

単に自然に触れたり、慣れ親しんだりすると
いうだけではなく、児童が関心や意欲をもって
対象と関わることにより、自ら問題を見いだし
、それを追究していく活動を行うとともに、見
いだした問題を追及し、解決していく中で、新
たな問題を見いだし、繰り返し自然の事物・現
象に関わっていくこと。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.13

② 「理科の見方・考え方を働かせ」について

これまでの「見方や考え方」の解釈
→ 問題解決の活動によって児童が身に付ける

方法や手続きと、その方法や手続きによっ
て得られた結果及び概念を包括する。

これからの「見方・考え方」の解釈
→ 資質・能力を育成する過程で児童が働かせ

る「物事を捉える視点や考え方」

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.13

② 「理科の見方・考え方を働かせ」について
(ｱ) 「見方」については、理科を構成する領域ごとの特徴

から整理。

・「エネルギー」を柱とする領域
… 主として量的・関係的な視点

・「粒子」を柱とする領域
… 主として質的・実体的な視点

・「生命」を柱とする領域
… 主として多様性と共通性の視点

・「地球」を柱とする領域
… 主として時間的・空間的な視点

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.13、14

(ｲ) 「考え方」については、児童が問題解決の過程の中で
用いる、比較、関係付け、条件制御、多面的に考える
ことなどといった考え方を「考え方」として整理。

・「比較する」…複数の自然の事物・現象を対応させ比べること。
→ 問題を見いだす際に、自然の事物・現象を比較し、差異

点や共通点を明らかにすることなど。

・「関係付ける」…自然の事物・現象を様々な視点から結び付ける
こと。

→ 解決したい問題についての予想や仮説を発想する際に、
自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付け
たり、自然の事物・現象の変化とそれに関わる要因を関
係付けたりすることなど。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.13、14

・「条件を制御する」…自然の事物・現象に影響を与えると考えら
れる要因について、どの要因が影響を与え
るかを調べる際に、変化させる要因と変化
させない要因を区別するということ。

→ 解決したい問題について、解決の方法を発想する際に、
制御すべき要因と制御しない要因を区別しながら計画的
に観察、実験などを行うことなど。

２ 改善・充実の具体的事項

・「多面的に考える」…自然の事物・現象を複数の側面から考える
こと。

→問題解決を行う際に、解決したい問題について互いの予想
や仮説を尊重しながら追究したり、観察、実験などの結果
を基に、予想や仮説、観察、実験などの方法を振り返り、
再検討したり、複数の観察、実験などから得た結果を基に
考察をしたりすることなど。
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解説p.14、15

③ 「見通しをもって観察、実験を行うことなど
を通して」について
(ｱ) 「見通しをもつ」について

見通しをもつことの意義

児童が見通しをもつことにより、予想や仮説と観察、実
験の結果と一致、不一致が明確になる。両者が一致した場
合には、児童は予想や仮説を確認したことになる。一方、
両者が一致しない場合には、児童は予想や仮説、又はそれ
らを基にして発想した解決の方法を振り返り、それらを見
直し、再検討を加えることになる。いずれの場合でも、予
想や仮説又は解決の方法の妥当性を検討したという意味に
おいて意義があり、価値があるものである。

２ 改善・充実の具体的事項
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２ 改善・充実の具体的事項

解説p.14、15

(ｲ) 「観察、実験を行うことなど」について

「観察、実験を行うことなど」の意義

理科の観察、実験などの活動は、児童が自ら目的、問題
意識をもって意図的に自然の事物・現象に働きかけていく
活動である。そこでは、児童は自らの予想や仮説に基づい
て、観察、実験などの計画や方法を工夫して考えることに
なる。観察、実験などの計画や方法は、予想や仮説を自然
の事物・現象で検討するための手続き・手段であり、理科
における重要な検討の形式として考えることができる。
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解説p.15、16

④ 「自然の事物・現象についての問題を科学的
に解決する」について
(ｱ) 「問題を科学的に解決する」について

→自然の事物・現象についての問題を、実証性、再
現性、客観性などといった条件を検討する手続き
重視しながら解決していくということと考えられ
る。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.16、17

⑤ 自然の事物・現象についての理解を図り、観
察、実験などに関する基本的な技能を身に付け
るようにすること

自然の事物、現象についての科学的な理解の一つ
として、問題解決の過程を通して、あらかじめもっ
ている自然の事物、現象についてのイメージや素朴
な概念などを、既習の内容や生活経験、観察、実験
などの結果から導き出した結論と意味付けたり、関
係付けたりして、より妥当性の高いものに更新して
いくことが考えられる。
観察、実験などに関する技能として、器具や機器

などを目的に応じて工夫して扱うとともに観察、実
験の過程やそこから得られた結果を適切に記録する
ことが求められる。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.17

⑥ 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う
こと

第３学年：主に差異点や共通点を基に、問題を見いだすと
いった問題解決の力。

第４学年：主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある
予想や仮説を発想するといった問題解決の力。

第５学年：主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する
といった問題解決の力。

第６学年：主により妥当な考えをつくりだすといった問題
解決の力。
※「妥当な考えをつくりだす」とは、自分が既
にもっている考えを検討し、より科学的なも
のに変容させること。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.17、18

⑦ 自然を愛する心情や主体的に問題解決しよう
とする態度を養うこと
(ｱ) 「自然を愛する心情」について

児童は、植物の栽培や昆虫の飼育という体験活動を通
して、その成長を喜んだり、昆虫の活動の不思議さや面
白さを感じたりする。また、植物や昆虫を大切に育てて
いたにも関わらず枯れてしまったり、死んでしまったり
するような体験をすることもあり、植物の栽培や昆虫の
飼育などの意義を児童に振り返らせることにより、生物
を愛護しようとする態度が育まれてくる。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.17、18

植物の結実の過程や動物の発生や成長について観察し
たり、調べたりする中で、生命の連続性や神秘性に思い
をはせたり、自分自身を含む動植物は互いにつながって
おり、周囲の環境との関係の中で生きていることを考え
たりすることを通して、生命を尊重しようとする態度が
育まれてくる。

自然環境と人間との共生の手立てを考えながら自然を
見直すことや実験などを通して自然の秩序や規則性など
に気付くことも、自然を愛する心情を育てることにつな
がると考えられる。

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.17、18

(ｲ) 「主体的に問題解決しようとする態度」について
→一連の問題解決の活動を、児童自らが行おうとする
ことによって表出された姿

・意欲的に自然の事物・現象に関わろうとする態度
・粘り強く問題解決しようとする態度
・他者と関わりながら問題解決しようとする態度
・学んだことを自然の事物・現象や日常生活に当てはめ
てみようとする態度

など

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.26

思考力、判断力、表現力等及び学びに向かう力、人間性
等に関する学習指導要領の主な記載

２ 改善・充実の具体的事項
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解説p.22

小学校理科の「エネルギー」を柱とした内容の構成

２ 改善・充実の具体的事項

実線は新規項目。破線は移行項目。
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解説p.23

２ 改善・充実の具体的事項

小学校理科の「粒子」を柱とした内容の構成
実線は新規項目。破線は移行項目。
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解説p.24

２ 改善・充実の具体的事項

小学校理科の「生命」を柱とした内容の構成
実線は新規項目。破線は移行項目。
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解説p.25

２ 改善・充実の具体的事項

小学校理科の「地球」を柱とした内容の構成
実線は新規項目。破線は移行項目。
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解説p.90、91

(2) 指導計画作成上の配慮事項
① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善

２ 改善・充実の具体的事項

単元など内容や時間のまとまりを見通して、そ
の中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主
体的・対話的で深い学びの実現を図るようにする
こと。その際、理科の学習過程の特質を踏まえ、
理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観
察、実験を行うことなどの、問題を科学的に解決
しようとする学習活動の充実を図ること。
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解説p.90、91

(ｱ) 小学校理科における「主体的な学び」の視点の例

２ 改善・充実の具体的事項

・自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験
などを行っているか。

・観察、実験の結果を基に考察を行い、より妥当な考えをつくりだし
ているか。

・自らの学習活動を振り返って意味付けたり、得られた知識や技能を
基に、次の課題を発見したり、新たな視点で自然の事物・現象を捉
えようとしたりしているか。

(ｲ) 小学校理科における「対話的な学び」の視点の例

・問題の設定や検証計画の立案、観察、実験の結果の処理、考察の場
面などでは、あらかじめ個人で考え、その後、意見交換したり、根
拠を基にして議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする
学習となっているか。
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解説p.90、91

(ｳ) 小学校理科における「深い学び」の視点の例

２ 改善・充実の具体的事項

・「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の過程を通し
て学ぶことにより、理科で育成を目指す資質・能力を獲得する
ようになっているか。

・様々な知識がつながって、より科学的な概念を形成することに
向かっているか。

・新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」
を、次の学習や日常生活などにおける問題発見・解決の場面で
働かせているか。
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解説p.91、92

② 問題解決の力の育成

２ 改善・充実の具体的事項

・各学年で育成を目指す思考力、判断力、表現力等につ
いては、当該学年において育成することを目指す力の
うち、主なものを示したものであり、実際の指導に当
たっては、他の学年で掲げている力の育成についても
十分に配慮すること。



・近年飛躍的に進化した人工知能は、所与の目的の中で処理を行う一方、人間は
みずみずしい感性を働かせながら、どのように社会や人生をよりよいものにし
ていくのかなどの目的を考え出すことができ、その目的に応じた創造的な問題
解決を行うことができるなどの強みをもっている。こうした人間の強みを伸ば
していくことは、学校教育が長年目指してきたことでもあり、社会や産業の構
造が変化し成熟社会に向かう中で、社会が求める人間像とも合致するものとな
っている。

・自動販売機やロボット掃除機など、身近な生活の中でもコンピュータとプログ
ラミングの働きの恩恵を受けており、これらの便利な機械が「魔法の箱」では
なく、プログラミングを通じて、人間の意図した処理を行わせることができる
ものであることを理解できるようにすることは、時代の要請として受け止めて
いく必要がある。

・小学校段階におけるプログラミング教育については、コーディング（プログラ
ミング言語を用いた記述方法）を覚えることがプログラミング教育の目的であ
るとの誤解が広がりつつあるのではないかとの指摘もある。

プログラミング教育の必要性の背景

奈良県教育委員会

小学校段階におけるプログラミング教育の在り方
について（議論の取りまとめ）

２ 改善・充実の具体的事項
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・子供たちに、コンピュータに意図した処理を行うように指示すること
ができるということを体験させながら、将来どのような職業に就くと
しても、時代を超えて普遍的に求められる力としての「プログラミン
グ的思考」などを育成するもの。

プログラミング教育とは

・自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合
せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み
合せたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より
意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力。

プログラミング的思考とは

奈良県教育委員会

２ 改善・充実の具体的事項
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（小）身近な生活でコンピュータが活用されていることや、問題の
解決には必要な手順があることに気付くこと。

プログラミング教育を通じて目指す育成すべき資質・能力

【知識及び技能】

発達の段階に即して、「プログラミング的思考」を育成すること。

【思考力、判断力、表現力等】

発達の段階に即して、コンピュータの動きを、よりよい人生や社会
づくりに生かそうとする態度を涵養すること。

【学びに向かう力、人間性等】

※こうした資質・能力を育成するプログラミング教育を行う単元について、各学校が適切に
位置付け、実施していくことが求められる。また、プログラミング教育を実施する前提と
して、言語能力の育成や各教科等における思考力の育成など、全ての教育の基盤として長
年重視されてきている資質・能力の育成もしっかりと図っていくことが重要である。

奈良県教育委員会

２ 改善・充実の具体的事項
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小学校段階におけるプログラミング教育の実施例

総合的な学
習の時間

自分の暮らしとプログラミングとの関係を考え、そのよさに
気付く学び

理科
電気製品にはプログラムが活用され、条件に応じて動作して
いることに気付く学び （解説p.78～80）

算数
図の作成において、プログラミング的思考と数学的な思考の
関係やよさに気付く学び

音楽
創作用のICTツールを活用しながら、音の長さや高さの組合
せなどを試行錯誤し、音楽をつくる学び

図画工作
表現しているものを、プログラミングを通じて動かすことに
より、新たな発想や構想を生み出す学び

特別活動 クラブ活動において実施

奈良県教育委員会

２ 改善・充実の具体的事項
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奈良県教育委員会

３ 移行措置について

38

平成30年度及び平成31年度の第４学年の理科の指
導に当たっては、現行小学校学習指導要領第２章第４
節第２〔第４学年〕の２Ａ(3)イに規定する事項を省
略するものとする。

光電池を使ってモーターを回すことなどができること

第４学年の「光電池の働き」を省略する。
【第６学年で指導】

３ 移行措置について



奈良県教育委員会 39

平成31年度の第５学年の理科の指導に当たって
は、現行小学校学習指導要領第２章第４節第２〔第
５学年〕の２Ｂ(2)イに規定する事項を省略するも
のとする。

第５学年の「水中の小さな生物」を省略する。
【第６学年で指導】

３ 移行措置について

魚は、水中の小さな生物を食べ物にして生きてい
ること。
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平成31年度の第６学年の理科の指導に当たって
は、現行小学校学習指導要領第２章第４節第２〔第
６学年〕の２Ａ(4)ウに規定する事項を省略するも
のとする。

３ 移行措置について

電熱線の発熱は、その太さによって変わること。

第６学年の「電気による発熱」を省略する。
【中学校第２学年で指導】


